
応
終
了
し
、
全
人
口
の
約
一
○
％
に
種
痘
を
行
っ
た
。

ま
た
、
安
政
四
年
以
降
の
種
痘
の
組
織
的
な
実
施
に
つ
い
て
は
同

地
方
に
つ
い
て
は
依
然
不
明
で
あ
る
。

（
東
北
大
学
医
学
部
附
属
病
院
）

古
来
、
白
内
障
の
治
療
に
は
様
盈
な
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、

最
も
効
果
的
な
治
療
法
は
、
手
術
に
よ
る
方
法
で
あ
る
。
我
国
最
古

の
医
学
書
、
医
心
方
に
は
、
第
五
巻
に
治
目
清
盲
方
第
十
四
に
、

『
眼
論
」
か
ら
引
用
し
た
金
鉾
（
鐸
は
斧
の
意
）
に
よ
る
手
術
法
が
、

「
清
盲
（
白
内
障
）
は
金
錫
を
用
い
て
一
針
す
れ
ば
、
諮
然
と
し
て

雲
開
き
日
を
見
る
ご
と
し
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
病
源

候
論
』
の
引
用
に
は
、
清
盲
の
症
状
を
述
べ
た
上
で
、
「
世
間
の
愚

医
、
庸
医
は
病
理
を
知
ら
ず
、
い
た
ず
ら
に
煎
剤
、
散
薬
、
膏
薬
を

用
い
て
虚
談
、
盲
説
を
説
く
が
そ
の
効
果
は
な
い
」
と
現
状
を
愁

い
、
清
盲
に
針
を
施
す
こ
と
の
重
要
さ
を
説
い
て
い
る
。

実
際
に
、
我
国
で
も
古
く
か
ら
針
療
法
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
平

安
末
期
に
描
か
れ
た
『
病
之
草
子
』
に
「
針
治
療
を
す
る
目
医
師
の

江
戸
時
代
（
末
期
）
の
白
内
障
手
術

症
例
報
告

ｌ
『
白
内
鬚
手
術
人
名
実
験
録
』
か
ら
Ｉ

奥
沢
康
正
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図
」
が
あ
る
こ
と
で
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

以
来
、
江
戸
時
代
末
期
に
至
る
ま
で
、
白
内
障
手
術
は
盛
ん
に
行

わ
れ
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
『
審
視
瑳
函
』
『
銀
海
精
微
』
を
始
め

と
す
る
支
那
眼
科
書
に
も
金
鍼
法
、
あ
る
い
は
貴
ん
で
「
金
」
と
称

し
た
針
を
用
い
た
手
術
法
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
白
内
障

手
術
は
眼
科
に
於
け
る
最
も
重
要
な
手
術
と
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
時
代
に
一
流
一
派
を
名
乗
っ
た
各
眼
科
流
派
は
、
こ
れ
ら
の

手
術
法
、
あ
る
い
は
手
術
用
具
を
秘
伝
中
の
秘
伝
と
し
、
手
術
法
に

つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
を
固
く
禁
じ
て
、
口
伝
を
も
っ
て
の
柔
継
承

す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
た
め
に
、
当
時
の
白
内
障
手
術
が
具
体

的
に
ど
の
様
に
実
施
さ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ

と
で
あ
る
。

今
回
、
東
京
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
土
生
玄
昌
が
記
し

た
『
白
内
鬚
手
術
人
名
実
験
録
（
東
京
大
学
図
書
館
蔵
書
国
曽
忌
ｇ
）
』

に
収
録
さ
れ
た
四
七
症
例
に
つ
い
て
、
手
術
眼
、
手
術
日
、
手
術
時

刻
、
手
術
回
数
、
手
術
場
所
、
手
術
時
体
位
、
術
式
、
術
後
経
過
に

つ
い
て
の
統
計
か
ら
、
江
戸
時
代
末
期
の
白
内
障
手
術
の
状
況
に
つ

い
て
の
考
察
を
加
え
た
い
。

（
京
都
府
京
都
市
）

明
治
二
年
九
月
に
福
山
藩
に
よ
り
開
設
さ
れ
、
廃
藩
置
県
の
政
治

的
行
政
革
新
に
よ
り
、
医
育
・
医
療
使
命
を
充
分
発
揮
し
な
い
ま
ま

に
、
明
治
五
年
十
月
に
そ
の
終
焉
を
迎
え
、
郷
土
の
医
療
史
か
ら
姿

を
消
し
た
。

広
島
県
内
で
は
、
西
部
に
広
島
藩
が
あ
り
、
そ
の
藩
校
と
し
て
修

道
館
が
あ
り
、
そ
れ
は
幾
多
の
変
遷
を
経
、
名
称
を
改
め
つ
つ
、
明

治
十
年
に
広
島
県
立
広
島
医
学
校
と
し
て
再
生
し
、
多
く
の
人
材
を

生
ゑ
、
地
域
の
医
療
・
文
化
に
寄
与
し
て
き
た
。
そ
の
一
部
に
つ
い

て
は
、
既
に
第
九
十
回
総
会
で
、
広
島
地
方
の
藩
医
た
ち
と
そ
の
業

績
に
つ
い
て
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
は
い
わ
ば
、
広
島
県
東

部
地
域
に
お
け
る
日
本
医
学
の
黎
明
期
を
象
徴
す
る
こ
の
問
題
に
つ

い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

福
山
藩
医
学
校
並
び
に
同
仁
病
院
と

医
人
た
ち

江

川

義
雄
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